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層状物質である二硫化モリブデン（MoS2）は単層にした場合のみ強い発光と高い伝導性を示

すため、グラフェンに続く次世代ナノ材料として近年注目されている 1, 2)。これまでに、MoS2

単層膜表面に種々の有機分子を吸着させた際の電子相互作用を利用してフォトルミネッセンス

（PL）強度を増減させる試みが国内外で報告されている。本研究では、直径や螺旋度によって

電子物性が異なる単層カーボンナノチューブ（CNT）を MoS2単層膜表面に吸着させ、MoS2単

層膜の PL強度の変調を試みた。 

CNTを分散させた基板上に化学気相成長法を用いて作製したMoS2単層膜を転写し、MoS2単

層膜と CNTの接合界面を形成した。転写後のMoS2単層膜の PL像（赤色）と CNTのラマン散

乱像（緑色）を重ね合わせたものを Fig. 1に示す。MoS2単層膜表面に CNTが接触しているこ

とが確認された。 

Fig. 2に、CNT接触の有無におけるMoS2単層膜の PLスペクトルの一例を示す。CNTと接触

する場合において MoS2単層膜の PL 強度が増加していることが確認された。また、MoS2単層

膜と CNTとの光相互作用領域を考慮すると、一本の CNTによるMoS2の PL増強度は約 300倍

にも達することが確認された。この PL強度は CNTの直径や螺旋度、励起波長、入射光偏光に

依存し、当日はこれらの詳細について報告する。 
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Fig. 1 PL image (red) of MoS2 and 

Raman image (green) of CNT 

Fig. 2 PL spectra of MoS2  

with and without CNT 
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